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CLT建築の魅力
第１章

はじめに

　新しい木質材料であるCLT（直交集成板）は、繊維方向が直交するように積層接

着された大きな板です。構造躯体に用いることで大規模な木造建築を可能とし、断

熱性等にも優れ、木を現す仕上げとした場合、木目の美しさや木の柔らかい肌触り

が感じられる心地のよい空間をつくることができるという優れた特性を持っていま

す。また、我が国にある豊富な森林資源を活用することで、林業の活性化に繫がり、

これからの森林の育成にも役立つという面があります。

　このCLTを用いた建築物の設計、施工の実証を通じて、CLTを建築物に用いる際

の課題や解決方法を明らかにし、CLTの普及促進を図るため、平成26年度から林野

庁の補助事業としてCLT建築物等実証事業が実施されてきました。

　この数年の間に、CLTを用いた建築物の事例も着実に増え続け、設計や施工に必

要なノウハウが蓄積されるとともに、建築物の規模、用途、構造形式なども様々な

広がりを見せ、CLTならではの木の魅力を活かした多様な建築物が実現されていま

す。本実証事業では、構造、防耐火、耐久性、温熱環境、意匠等様々な視点から取

組みがなされてきました。この冊子では、本実証事業で扱われた建築物について紹

介するとともに、設計者、施工者、建築物の使用者などの声も掲載しています。

　この冊子を通して多くの方々にCLTを用いた建築物の魅力をお伝えすることで、

CLTの良さを活かした様々な建築物の設計、施工に役立てて頂き、今後、CLTが一

般的な材料として、広く建築物に使われていくようになることを期待します。

令和２年１月

CLTを活用した建築物等実証事業検討委員会
委員長　河合　直人
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入間の家

１階は木造軸組構法、２階はCLTを用いた
面構成のトラスで成立させた、２階建ての
一戸建て住宅の事例です。
CLTを面構成のトラスとして用いることに
よって、せいの高い小屋裏空間を実現して
います。
CLTのトラス状構成によってCLTの厚さ
を抑えて構造的に成立させることができ、
CLTならではの空間を実現しています。
CLTを現しとすることによって、この構成
を見せ、CLTのメリットを視覚的・直感的
に伝える広告的効果も期待できます。

夜間は内部の照明によっ
て小屋裏の現しのCLTが
外観に表情を与える

現しのCLTのトラス状構成による小屋裏空間

　CLTは構造材でありながら仕上げ材としても用いるこ
とができ、木目を現しとした空間をつくることができま
す。壁や天井の面として用いたり、CLTの木口面を現し
とすることで、「かたまり」としての木の表現が可能です。
　なお、CLTを現しに用いる場合は、建築物の規模、
構造や用途によって内装制限を受ける場合があります
ので注意してください。また、接合金物や設備の納まり
について、設計段階から十分に確認しておくことがポイ
ントです。

CLT現し内装
CLTは仕上げ材としても用いることができます1

加賀町  木育の家

CLTを木造軸組構法の中に鉛直力負担部材として取り入れた、３
階建ての一戸建て住宅の事例です。
CLTを現しとし、仕上げ材として活用しています。
CLTはパネル面だけでなく木口面も見せ、大版であること、厚物
であることの意匠性を活かしています。

内壁にCLTを用い、これを現しとしている。垂れ壁の木口面が見える
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三東工業社  信楽本店

CLTパネル工法による平屋建ての事務所の事例です。
CLT版をカットし、現しとしてその木口面を見せることでCLTの
層の表情を空間に生かしています。
なお、意匠の観点からCLTは弱軸使い（最外層ラミナ横向き）で用
いています。

内観

CLT cafe

階段状のテラス･屋根にCLTを用いた平屋建てのカフェの事例です。
室内の床や家具にもCLTを用いており、スツールは座面にCLTの
端材を利用して、ルーターで削り出した溝にスチールパイプの脚
をはめ込み製作しています。

CLT削り出し
により製作し
たスツール

スツール座面裏側

　CLTは製造されたパネルの原版から必要なサイズを切
り出して用います。
　製造工場によって原版のサイズは異なりますが、現在
国内で製造できる一般的な最大の厚さは270㎜（９層）、サ
イズは長さ12m×幅３mです。原版サイズの範囲内であれ
ば、パネルへの掘り込みや曲線を表現することも可能です。

パネル造形の自由度
CLTはパネルをくり抜いて自由な造形表現が可能です2

入間の家

小屋裏床のCLTパネルをくり抜き、吹き抜け空間を設け、CLTを
段板に使った階段で繋ぐことで、CLTのトラス状構成による小屋
裏空間と１階居住空間との連続性を確保しています。

吹き抜け部分と段板にCLTを使用した階段

［パネルの原版］ ［加工後］

原版からの切り出しイメージ

photo Takumi Ota

内観
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多機能性

　CLTは構造躯体としての役割の他、それ自体に断熱性
や遮炎性、遮熱性、遮音性を持った材料です。
　従来の木造建築では、柱（鉛直荷重負担）＋筋かいまた
は壁（水平荷重負担）＋断熱材＋石膏ボード（防火被覆）な
ど、様々な材料に個別に性能を負担させています。一方、
CLTは１枚の材料でこれらの機能を満たすことができ、
材料の削減と現場施工の合理化が図れます。

CLTは断熱性など複数の機能を持っています

地震力

鉛直荷重 地震力

火災

音

外部の音
火災時の高温

気温の変化

耐火被覆

耐火被覆

梁

柱
外装

内装

躯体

断
熱
材

［従来型］ ［CLT型］

壁
鉛直荷重

4

外観

三井ホームコンポーネント  埼玉工場事務所棟　

枠組壁工法による２階建ての事務所の事例です。
床・外壁の一部の仕上げ材、および２階の天井にCLTを用いています。
床については断熱性と、仕上げ材とした場合の素材としての効果、外壁・天井について
は断熱材としての効果を検証しています。

CLTの持つ多機能性のイメージ ［森林総合研究所 宮武敦氏作成資料より］

　CLTを床パネルとして使用する場合、構造的な検討を
行ったうえで、強軸方向（パネル表面の木目の繊維方向）
においてはパネルを大きく片持ちさせ、はね出しの床を
つくることができます。

片持ち
CLTを使ってはね出しの床がつくれます3

くりばやし整骨院

CLTを２階床面に採用し、１階の外部駐車スペースの確保と２階
の床面積の確保のため、床パネルを約２m片持ちとしています。

CLTによるはね出し部分

片持ち床パネル

垂れ壁

強軸方向

床パネルの片持ち

外観
©satoshi shigeta 
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ウッドワンプラザ金沢 【CLT部分的利用】

床にCLTを用いた２階建ての事務所の事例です。
CLTを床に使用することで床面としての構造性能を確保し、一般
的な木造軸組構法では困難な大空間の設計を実現しています。

外観

内観

　CLTはパネル工法での利用以外に、鉄骨造（S造）・鉄
筋コンクリート造（RC造）といった他の構造形式との併用
構造（平面･立面混構造）や、床・壁のみにCLTを用いる
といった部分的利用も可能です。
　木造建築物の中大規模化、中層化に伴い、高い耐力が
必要となる下層階の壁にCLTを使うことも考えられま
す。またRC造の一部に利用することで、躯体の軽量化
と工期短縮が図れます。

併用構造･部分的利用
CLTは他構法と併用したり、構造の一部に部分的に利用できます5

外観

鉄骨の柱梁フレームとCLTによるハイ
ブリッド構造の５階建ての事務所の事
例です。
実証事業においては様々な構造案を検
討しており、その結果、鉄骨造の一部
にブレースの代わりとしてCLT を用い
る案が採用されています。

兵庫県林業会館 【CLT併用構造】

CLTを用いた構造形式の分類 CLTで床・壁・屋根を構成する工法【CLTパネル工法】

S造/RC造/木造軸組構法の床･壁等への利用【CLT部分的利用】

S造/RC造との併用構造【CLT併用構造】

内観

ラウンジ部分

木造軸組フレームによる大空間の中にCLT
床組を入れ子状に配置した、２階建ての事
務所の事例です。
木造軸組フレームとCLT床組は構造的に独立
させ、別棟扱いで構造計算を行うことによ
り、入れ子状の構成を成立させています。

加藤工務店新社屋 【CLTパネル工法】

写真提供：㈱竹中工務店
協力：兵庫県都市木造建築支援協議会

写真提供：㈱竹中工務店
協力：兵庫県都市木造建築支援協議会
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　CLTは、加工工場にて窓やドアなどの開口部の加工や
必要部分の穴あけなどの加工を行い、パネルにして建築
現場に搬入するため、現場での施工負荷を減らすことが
できます。CLTパネル工法の現場では持ち込まれたパネ
ルを１階の壁から立ち上げ、次に２階の床をその上に並
べて、さらに２階壁を立ち上げていくプラットフォーム
工法で建てられていきます。
　また、CLT工法はCLTが仕上げ材を兼ねることで、従
来の木造と比較して部品数が減り、大幅に工程を削減
することができます。これにより施工は非常にスピー
ディーで、工期の短縮を図ることができます。

施工の合理化
CLTを使うことで工期の短縮を図ることができます6

井上ビル

CLTパネル工法による２階建ての事務所の事例です。
CLT工法を採用したことにより、断熱材を省略でき、壁が化粧の
まま使えるので、同規模のRC造と比べてスピーディーな施工を実
現しています。

施工写真

実験施設

３枚のCLTパネルを２つのヒンジで繋
いだ１フレームを、トラスを形成しな
がら桁行方向に連続させた架構計画と
なっています。
CLTパネルを地上に置いた状態で地組
し、ジャッキで引き込むことによって
架構をプッシュアップして施工するこ
とを意図しています。実建物では敷地
の制約からプッシュアップ施工は採用
されませんでしたが、今後この方法を
応用した施工方法が展開できます。
またアンカーボルトの精度管理に重点
を置き、測量工・鍛冶工による徹底し
た精度管理を実施しており、CLTパネ
ル間のクリアランスについて２㎜の精
度で施工を実現しています。

外観

1/2モックアップによる施工実験

施工写真
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店舗

飲食店

フレッシュショップトマト
観音寺店
構造：鉄骨造＋CLT（天井）
階数：１
延べ面積：1,400㎡

CLT cafe
構造：木造軸組構法＋CLT（屋根）
階数：１　　延べ面積：42㎡

KFC堺百舌鳥店
構造：CLTパネル工法
階数：１　　延べ面積：161㎡　　※詳細はP.18

　CLTによって、低層の住宅はもちろん、中高層の共同
住宅、事務所、飲食店、店舗、倉庫、集会施設などの多
様な用途の建築物が実現しています。
　CLTを用いた建築物の一般設計法等の告示が施行され
た平成28年４月以降は、４階建て以上の中高層建築物の
計画も増えています。

多様な用途
CLTで様々な用途の建築物が実現できます7

共同住宅・併用住宅

ティンバードテラス
構造：木造軸組構法＋CLT（床･壁）
階数：３　　延べ面積：779㎡
※詳細はP.34

PARK WOOD 高森
構造：鉄骨造＋CLT（床･壁）
階数：10　　延べ面積：3,605㎡
※詳細はP.38

猿楽十方楼
構造：CLTパネル工法＋RC造
階数：地上3階、地下1階
延べ面積：180㎡

photo Takumi Ota

事務所

ライフデザイン・カバヤ 倉敷支店
構造：木造軸組構法＋CLT（床･壁･天井）
階数：３　　延べ面積：736㎡

シンコール社屋
構造：CLTパネル工法
階数：２　　延べ面積：755㎡
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第２章
建築事例

倉庫

集会施設

南房総千倉CLT収納庫
構造：CLTパネル工法
階数：１　　延べ面積：149㎡

下仁田町交流防災ステーション
構造：木造軸組構法＋CLT（壁）
階数：１　　延べ面積：381㎡

航空旅客取扱施設

介護老人福祉施設

八祥苑（CLT棟）
構造：CLTパネル工法
階数：１　　延べ面積：2,205㎡

みやこ下地島空港ターミナル
構造：RC造、一部鉄骨造
　　　＋CLT（壁・屋根）
階数：地上２階、地下１階
延べ面積：11,974㎡

工場

㈱中東 構造用集成材製造工場
構造：集成材等建築物＋CLT（壁・梁）
階数：１　　延べ面積：1,994㎡
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CLTを壁・庇に利用した店舗です。
軒天と壁柱のCLTを現しにしており、木の温かさが伝わる内部空間となっています。
同規模の建物としては鉄骨造が主流ですが、構造体の施工面ではCLT工法の採用により、
10日以上の大幅な工期短縮を実現しています。CLTは構造体兼下地材として利用できるので、
建て方終了後すぐに仕上げ作業に移れることが工期短縮に繋がっています。
なお、コスト面では鉄骨造と比較して、現状では割高となっていますが、
CLT対応市販金物の普及等、今後の取り組みによりコストダウンが見込まれます。
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KFC堺百舌鳥店 【CLTパネル工法 ①】CASE 1

西側立面図
SCALE:1/250
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コスト・工期比較

用途：飲食店
建設地：大阪府堺市
設計：Sho建築設計事務所
施工：㈱共栄店舗
CLTパネル供給：銘建工業㈱
構造・工法：CLTパネル工法
階数：平屋建て
高さ：5.4m
軒高：3.52m
敷地面積：671.63㎡
建築面積：185.82㎡

階別面積：［１階］ 161.11㎡（対象建物：133.82㎡、付帯建物：27.29㎡）
延べ面積：161.11㎡
設計期間：H28.4月～ 9月
施工期間：H29.1月～ H29.3月
CLT躯体施工期間：H29.2月上旬（４日）
CLT使用部位：壁・屋根　
CLT使用量：加工前製品量25㎥　建築物使用量23㎥
CLTの仕様：
　［壁］90㎜厚/ラミナ構成 3層3プライ/強度区分 S60A/樹種 スギ
　［屋根］120㎜厚/ラミナ構成 3層4プライ/強度区分 S60A/樹種 スギ

項目 木造（CLTパネル工法） 鉄骨造
規模 平屋建て（CLT関連面積） 166.90㎡ 平屋建て（鉄骨関連面積） 185.65㎡

工程 基礎金物（　マーク金物）−CLT壁−小屋組−水平力合板
−束建て−屋根下地−CLT庇

柱・梁・庇建て−母屋・胴縁−屋根・外壁下地−断熱材
−内壁下地組

坪単価コスト

20万円/坪（屋根・外壁下地材完了まで） 17万円/坪（屋根・外壁下地材完了まで）

項目 数量 単価 備考 項目 数量 単価 備考

材料費 25㎥ 10万円 CLT 材料費 15t 12万円 柱・梁

加工費 24㎥ 4万円 CLT 加工費 15t 7万円 柱・梁

その他材料費 17㎥ 9万円 屋根・下地 その他
  材料費・

加工費
4t 120万円 細材・下地材

その他加工費 9㎥ 5万円 小屋組

建て方費 34㎥ 8.5万円 建て方費 19t 4万円

輸送費 3台 36万円 輸送費 3台 36万円

その他 25㎥ 6.5万円 接合金物他 その他 150㎥ 0.6万円 内部下地費

工期 ４日 14日

総括

意匠面によりコストは左右されるが、今回は初めての
施工ということもあり、施工費が想定より割高になっ
た。水平力負担構造用合板の上に大屋根という二重屋
根になったのもコストアップ要因になった。ただ、工
法が周到されていけば、今後、施工費も下がっていく
と思われる。

意匠面によりコストは左右されるが、細材を組み立て
ていく手間と細かな下地等の付帯工事が発生するため
施工日数がかかる。ただ、確立された工法ゆえに施工
費も計算できるが、今後、鉄材は高騰が予想されるた
めコストも上がっていくと思われる。

χ

建物データ

施工風景

笊柱脚金物アンカーボルトは、型板固定にてコンクリート打設時のズレをなくした。アンカーボルト位置は誤差±２㎜に抑え、建て方
時のズレ防止を図った。
笆通気パッキン設置後、柱脚金物設置。アンカー施工精度により、不備なく迅速に金物設置ができた。
笳プレカット材に明記してある位置に金物を先付けし、その後、建て方開始。CLT柱脚穴に対し、ズレなく設置が完了した。
笘外壁部建て方完了。
笙鉄骨支柱部と合わせながらCLT庇の接合開始。CLT庇には鉄骨支柱サヤ管部先付けにて位置合わせズレ防止とした。接合するだけで
なく、鉄骨支柱の垂直を保っての庇設置はプレカット精度と支柱建て精度にミリ単位の施工精度が要求された。
笞建て方完了。

1 2

3 4

5 6

出典：平成28年度 CLT（直交集
成板）を活用した先駆的な建築物
の建設等支援事業 報告書

コスト・工期比較
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CLT壁

１階・２階をオフィスとする貸事務所を想定した建物です。
床・壁・屋根パネルにCLTを用いています。
CLTパネル工法では断熱材が削減でき、内壁は現しのまま使え、同規模のRC造と比べると
格段に速く施工でき、視覚的にも温かさを感じることができます。
パネルの大きさも自在に設定することができ、様々なモジュールの建築物に使用が可能です。
また、本建物では２階の事務所スペースにてスパン約９mの大空間を
集成材の大梁によって実現しています。

1F

2F

平面図
SCALE:1/250

井上ビル 【CLTパネル工法 ②】CASE 2
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構造用金物の耐火被覆については、外部側は
12㎜石膏ボード＋金属板にて被覆し、内部側
は12㎜石膏ボード＋15㎜強化石膏ボードにて
被覆しています。なお、スリーブ開口等、CLT
に開けた開口についてはロックウールを充填
しています。

用途：事務所
建設地：福岡県筑紫郡那珂川町
設計：㈱ブルク
施工：㈱大匠建設
CLTパネル供給：山佐木材㈱
構造・工法：CLTパネル工法
階数：２階建て　
高さ：8.652m
軒高：8.402m
敷地面積：329.85㎡
建築面積：215.72㎡

階別面積：［１階］ 212.21㎡　［２階］ 187.95㎡ 
延べ面積：400.16㎡
設計期間：H28.5月～ 10月
施工期間：H28.11月～ H29.2月
CLT躯体施工期間：３週間
CLT使用部位：床・壁・屋根・階段
CLT使用量：加工前製品量210.12㎥　建築物使用量180.26㎥
CLTの仕様：
　［壁］150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ 　　　　　　
　［床］210㎜厚/ラミナ構成 5層7プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ
　［屋根］150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ

金物の耐火被覆

北側立面図
SCALE:1/250

東側立面図
SCALE:1/250

建物データ

断面図
SCALE:1/250
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金物耐火被覆前 金物耐火被覆後
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笊アンカーボルトの使用本数は205本で、打ち込み後レベル調整を行い、フラットバーを取り付け再度レベルを測り、トランシットにて
修正した。
笆笳笘269ピースのCLT搬入を８回で行い、１回で約34ピース、工程として建て方に３週間、搬入を3日おきに、１日当たりの建て方は
14ピースを目標に掲げた。建て方と並行して次の建て方の準備・仕分け作業を行った。パネルの養生と梱包、配置について熟慮が必要
となった。今回は25tクレーンを常駐させての作業で場所が狭かったため奥側から建て込み、最終的にクレーンを13tに入れ替えた後、
バルコニーと庇のはね出し部分の施工を行った。
笙スラブ同士の接合は、長ビス（パネリード）を使用し、45°の角度で千鳥打ちとした。
笞２階大梁の施工。大梁の金物には梁受金物（テックワン）を使用した。
笵笨スラブの敷き込みの様子。多少の寸法誤差やクリアランスとして見込んでいた２㎜分のズレが生じた。寸法調整は庇・バルコニー
のはね出しにおいて行った。

施工風景

1 2 3

4 5 6

7 8

金物の耐火被覆
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WIL-BU山王【CLTパネル工法 ③】

４層をCLTパネル工法とした
５階建て集合住宅です。
１階RC造、２階以上をCLTパネル工法とした５階建て集合住宅の事例です。
構造躯体の他にフローリング、建具などにも CLTを使用しています。

平面図
SCALE:1/300

1F

CASE 3

16,960

14
,8
60

5,600 2,140 5,900 3,200

30

14
,8
60

4,
83
0

2,
97
0

2,
14
0

4,
80
0

4,
80
0

2,
14
0

3,
02
0

4,
78
0

16,960
5,910 5,390 5,600

駐車場A

エントランスホール

K

ゴミ
置き場LD、寝室

L、寝室

玄関
アプローチ

LD、寝室

駐車場B

駐車場C

K

D
玄関
K

CL

CL

CL

30
30

30 30

MB

30303030

30
30

30

U
P

C1 住戸面積 35.46㎡

A1 住戸面積 44.48㎡ B1 住戸面積 28.09㎡

30

EV

30

N

1,
70
0

D
N

U
P

16,900

14
,8
00

5,600 2,200 1,700 4,200

14
,8
00

2,
60
0

3,
50
0

2,
20
0

4,
80
0

4,
80
0

2,
20
0

3,
50
0

2,
60
0

15,900
3,200 4,200 5,600

寝室

K

LD

玄
関

1,
70
0

3,200

1,2001,700

1,
78
0

寝室

K

K

寝室

寝室

LD

LD

LD

玄
関

玄関

玄関

800

CL

CL

CL

CL

廊下

80
0

C2・3 住戸面積 43.36㎡

A2・3 住戸面積 43.36㎡ B2・3 住戸面積 43.36㎡

EV

CLT壁

K

D2・3 住戸面積 43.36㎡

16,900

14
,8
00

5,600 2,200 1,700 4,200

14
,8
00

2,
60
0

3,
50
0

2,
20
0

4,
80
0

4,
80
0

2,
20
0

3,
50
0

2,
60
0

15,900
3,200 4,200 5,600

寝室

K

LD

1,
70
0

3,200

1,2001,700

寝室
K

LD

玄
関

玄関

CL

CL

廊下

1,
70
0

D
N

U
P

800

80
0

A4 住戸面積 43.36㎡ B4 住戸面積 43.36㎡

EV

16,900

14
,8
00

5,600 2,200 1,700 4,200

14
,8
00

2,
60
0

3,
50
0

2,
20
0

4,
80
0

4,
80
0

2,
20
0

3,
50
0

2,
60
0

15,900
3,200 4,200 5,600

K

LD

1,
70
0

3,200

1,2001,700

寝室

玄関

CL

廊下

1,
70
0

D
N

A5 住戸面積 43.36㎡

EV

5F4F

photo イクマサトシ（Tecni Staff）

photo イクマサトシ（Tecni Staff）

2F・3F
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1階RC範囲
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コスト縮減のため接合金物は汎用金物を使用し、また
使用するCLT壁パネルを120㎜厚とすることで延床面積
あたりの構造材使用量を約0.2㎥に抑えています。なお、
床組については在来軸組構法を併用しています。また
建具など、内装の一部にもCLTを使用しています。

矩計図
SCALE:1/90

建物データ

用途：共同住宅
建設地：福岡県福岡市
設計：㈱智原聖治アトリエ
施工：有澤建設㈱
CLTパネル供給；㈱シェルター（製造：銘建工業㈱）
構造・工法：
　［１階］ RC 造　
　［２階～５階］ 木造軸組構法（床組）＋CLT 壁（耐力壁）
階数：５階建て
高さ：15.85m　軒高：14.35m
敷地面積：324.25㎡　建築面積：225.11㎡
階別面積：［１階］ 225.11㎡  ［２階］ 206.12㎡  ［３階］ 06.12㎡　
　　　　　［４階］ 119.40㎡  ［５階］ 67.20㎡

延べ面積：824㎡
設計期間：H30.4月～ 9月
施工期間：H30.9月～ H31.4月
CLT躯体施工期間：H30.12月8日～ H31.1月18日（実働30日）
CLT使用部位：壁・屋根
CLT使用量：加工前製品量113.06㎥　建築物使用量94.45㎥
CLTの仕様：
　［壁］120㎜厚
　　　 /ラミナ構成 ［２階］5層5プライ ［３階以上］3層4プライ
　　　 /強度区分 S60+Mx60A相当/樹種 スギ
　［屋根］120㎜厚（EV屋根のみ）
          /ラミナ構成 3層4プライ
          /強度区分 Mx60A相当/樹種 スギ

住戸内観

木造５階建て賃貸住宅はほかに事例がなく、
一般の木造賃貸とは異なる魅力を消費者に
対して打ち出すため、事業主自ら広告代理
店などの協力者とともにホームページを立
ち上げ、ブランディングを行いました。

photo イクマサトシ（Tecni Staff） photo イクマサトシ（Tecni Staff）

施工写真

WIL-BU ホームページ（https://www.wilbu.jp）

符号 断面（㎜） 材種
EW12a 120 すぎ　S60-5-5　  A 種構成
EW12 120 すぎ　Mx60-3-4　A 種構成
W12 120 すぎ　Mx60-3-4　A 種構成
S12（屋根） 120 すぎ　Mx60-3-4　A 種構成
B51 120 × 510 欧州赤松　E105-F300
B48 120 × 480 欧州赤松　E105-F300
B45 120 × 450 欧州赤松　E105-F300
B33 120 × 330 欧州赤松　E105-F300
b33 120 × 330 欧州赤松　E105-F300
b24 120 × 240 欧州赤松　E105-F300
b15 120 × 150 欧州赤松　E105-F300
b15a 150 × 150 欧州赤松　E105-F300
b12 120 × 120 欧州赤松　E95-F315
b9 90 × 90 すぎ製材　無等級
受材 90 × 150 すぎ製材　無等級
P12 120 × 120 すぎ製材　無等級
sC1 φ114.3 × 4.5 STK400
斜材 45 × 90 すぎ製材　無等級
垂木 45 × 90 すぎ製材　無等級
PW24 24 構造用合板
PW12 12 構造用合板
M20 φ20 SNR400B
M24 φ24 SNR400B

木質部材リスト
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CLTを２階の床構面に採用した２階建て木造軸組構法の併用住宅です。
本建築は比較的狭小な敷地に建設され、１階部分が店舗、２階部分が住宅となっています。
１階の店舗を無柱空間としつつ、外部駐車面積を確保しながら、
２階居住部分の床面積を確保するため、
２階床構面にCLTを用いることではね出しを
実現することができました。
日本の都市型住居における１つのCLT有効利用の
典型例といえます。

平面図
SCALE:1/150

断面図
SCALE:1/150
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くりばやし整骨院 【併用構造･部分的利用 ①】CASE 4
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CLT接合部仕様

建物データ

用途：店舗併用住宅
建設地：神奈川県藤沢市
設計：鍋野友哉アトリエ
施工：寛建設㈱
CLTパネル供給：銘建工業㈱
構造・工法：木造軸組構法＋CLT（床）
階数：２階建て　
高さ：6.35m　軒高：6.15m
敷地面積：100.25㎡　建築面積：62.03㎡

階別面積：［１階］ 43.65㎡　［２階］ 57.18㎡　［塔屋階］6.67㎡
延べ面積：107.5㎡
設計期間：H26.3月～ 8月
施工期間：H26.9月～ H27.3月
CLT躯体施工期間：建て方工程２日
CLT使用部位：床
CLT使用量：7.8㎥
CLTの仕様：
　［床］ 150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ

A接合
DP7-250［EJPF］
@200チドリ
（チドリ幅35㎜）

C接合
DW-51RF［EJPF］
@150チドリ
（チドリ幅30㎜）

B接合
P6-185［EJPF］
@300チドリ
（チドリ幅35㎜）

D接合
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@1200以下
斜めクロス打ち
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CLT−横架材間接合部 ①

A接合
DP7-250［EJPF］
@200チドリ
（チドリ幅35㎜）

C接合
DW-51RF［EJPF］
@150チドリ
（チドリ幅30㎜）

B接合
P6-185［EJPF］
@300チドリ
（チドリ幅35㎜）

D接合
2-PX8-200［EJPF］
@1200以下
斜めクロス打ち
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CLT−横架材間接合部 ②

CLT間接合部（面内補剛用） CLT間接手方向･幅はぎ方向接合部

CLT床
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 外壁：ラジライトしごきの上EP
           ラスモル：t12
           縦胴縁：13.5×45@455
           構造用合板 t12
           透湿防水シート
           断熱材：GW24k t100

 床：パインフローリングt15 w111
        構造用合板t24
        ネダ 45×60@303
        大引き 90×90@910
        調整楔t10～20
        断熱材：GW 24k t100
        CLT t150

軒樋（sus製作）

D接合
2-PX8-200［EJPF］
 @1200以下 斜めクロス打ち

B接合
P6-185［EJPF］
 @300チドリ（チドリ幅35㎜）

C接合
CW-51RF［EJPF］
 @150チドリ（チドリ幅30㎜）

A接合
DP7-250［EJPF］
 @200チドリ（チドリ幅35㎜）

1

2

屋根：カラーガルバリウム鋼板 t0.3 竪平葺
         ゴムアス防水
         ネダノン合板 t24
         断熱材：スタイロフォーム t4

3
100

 外壁：FMXコテ仕上げ t3
           ラスモル：t31.5
           縦胴縁：13.5×45@455
           構造用合板 t12
           透湿防水シート
           断熱材：GW t100

空調吹出口

床：長尺塩ビシート t5
      厚物合板 t24

A

B

5,900

15
0

B

D

C

950

1FL460

A

CLT床

矩計図
SCALE:1/35

CLT接合部仕様

SCALE:1/10
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ティンバードテラス 【併用構造･部分的利用 ②】

CLTを床・壁に採用した
木造軸組構法の３階建ての共同住宅です。
はね出し（バルコニー）を含む床は、CLTを用いることによって実現しています。
また木造軸組と組み合わせ、地震力を負担する耐力壁としてCLTを用いています。
防耐火については１時間準耐火性能が求められ、防耐火設計を告示に基づいて行い、
併せて接合部・防耐火ディテールを既往実験データを活用して設計しています。
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CASE 5
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建築工程

笊梁取り付け時。仮筋かいを用いて全体フレームを固める。
笆CLT壁取り付けの様子。
笳CLT床・壁取り付け完了時。床は小梁なしで施工が可能。
笘CLT床には一部設備開口を設ける。
笙CLT壁の外壁側の様子。柱とCLT壁をＬ型アングルで接合して
いる。外壁側には硬質木片セメント板を張り、金物に対する耐火
被覆を行う。

LDK洗面LD 脱衣

LDK 洗面 LDK寝室

LDK寝室LDK 洗面 K

隣
地
境
界

ロフト ロフト

浴室

浴室

LD

1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200
19,200

12
,2
10

10
,1
00

2,
11
0

3,
06
0

3,
38
0

50
0

3,
16
0

最高軒高

2FL

3FL

1FL
GL

最高高さ

301号室

201号室

101号室

302号室

202号室

102号室

304号室

204号室

104号室

CLT壁

CLT床

K

K

断面図
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天井：
PBt12.5+12.5の上、AEP塗り
木下地30 45@450、GWt50、独立下地*

施工風景

建物データ

用途：共同住宅
建設地：石川県小松市
設計：㈱SALHAUS
施工：㈱梶谷建設、㈱中東
CLTパネル供給：㈱中東
構造・工法：木造軸組構法＋CLT（床・壁）
階数：３階建て　
高さ：12.21m　軒高：10.10m
敷地面積：1,046.08㎡
建築面積：299.66㎡

階別面積：［１階］ 256.74㎡　［２階］ 261.24㎡　［３階］ 261.24㎡
延べ面積：779.22㎡
設計期間：H27.5月～ 10月
施工期間：H27.12月～ H28.6月
CLT躯体施工期間：２週間
CLT使用部位：床・壁
CLT使用量：加工前製品量130㎥　建築物使用量111㎥
CLTの仕様：
　［壁］ 90㎜厚/ラミナ構成 3層3プライ/強度区分 Mx60/樹種 スギ
　［床］ 150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 S60/樹種 スギ

矩計図
SCALE:1/60
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PARK WOOD 高森 【併用構造･部分的利用 ③】

CLTを床・壁に採用した国内初の10階建て高層集合住宅です。
CLTを床・壁に採用した10階建て高層集合住宅の事例です。
床には２時間耐火仕様のCLT耐火床システムを採用しています。

CASE 6

住戸内観
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採用したCLT床耐火システムには構造性能・耐火性能
だけでなく、集合住宅の界床に求められる遮音性能、
遮水性能等多くの機能を持たせるため、湿式材料であ
るせっこう系セルフレベリング材およびトップコンク
リートを用いた断面構成となっています。
CLT活用建築物等実証事業において CLT床耐火システ
ムの２時間耐火試験を実施し、国土交通大臣認定を取
得しました。

断面図
SCALE:1/300
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 ４階〜６階床伏図
（CLT使用部分を示す）

SCALE:1/280

SLプラスター t＝60

トップコンクリート t＝80

CLT

下面側耐火被覆
（石膏ボード t＝15㎜×３

＋ケイ酸カルシウム版 t＝15）

CLTスラブの構成（2時間耐火仕様）

CLT床：４階〜 10階
木質耐火柱

CLT耐震壁：１階〜５階
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利用者の声
第３章

建物データ

用途：共同住宅
建設地：宮城県仙台市
設計：㈱竹中工務店
施工：㈱竹中工務店
CLTパネル供給：山佐木材㈱
構造・工法：鉄骨造＋CLT床＋CLT耐震壁＋
　　　　　　燃え止まり型耐火集成材柱
　　　　　　（燃エンウッド）
階数：10階建て
高さ：33.695m
軒高：32.575m
敷地面積：3,550.15㎡

建築面積：519.6㎡　
階別面積：［１階］ 467.17㎡　［２階～ 10階］ 348.66㎡
延べ面積：3,605.11㎡
設計期間：H29.1月～ H30.2月
施工期間：H30.3月～ H31.2月
CLT躯体施工期間：H30.6月～ 9月
CLT使用部位：壁・床
CLT使用量：加工前製品量245.5㎥　建築物使用量199.8㎥
CLTの仕様：
　［壁］150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 S60A/樹種 スギ
　［床］210㎜厚/ラミナ構成 5層7プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ

CLT耐震壁構成

CLTと耐震壁と鉄骨フレームの接合部にはドリフトピンを
用いた金物を開発し使用しています。
接合方法の検討とCLT耐震壁の構造性能を検証するため、
1/2スケールの試験体を作製し構造試験を実施しました。

CLT耐力壁の構成

固定用鉄骨ブロック

鉄骨梁

CLT耐力壁

CLT下端のコッター加工部

せん断プレート
＋ドリフトピン
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木の匂いや、ぬくもりが
感じられ、快適である。

使い心地、住み心地は？Q

木質現しの空間は、温かさが伝わるとともに落ち
着きがある。また、開口部が大きく店内が明るい。

視覚や嗅覚に加
え、量感を伴っ
た肌触りなど、
より木を感じる
ことができる。

建物で気に入っている点は？Q

CLTを用いた大きな吹き
抜けがあり、壁が少なく
開放感が得られ、心身と
もに伸び伸びと過ごせる
点が大変気に入っている。

CLT現し部分から、木の
香りが空間全体に漂って
いるところ。

木に囲まれている
環境が落ち着く。

柱梁がないため、外から
見たときの印象よりも、
内部空間を広く感じる。

建物で気になる点は？Q

今後のメンテナ
ンスと経年変化
が気になる。

木の香りのする
伸びやかな空間
がいい。

建 物 使 用 者 の 声

広い空間が得られる点
は、ほかの木造の建物
にはないものがある。

温度・湿度等の室内
環境が安定している。

木に包まれた感じが非常
によい。住み心地もよく
快適に過ごしている。

県産材CLT造の計画を通してノウハウを獲得し、
地元の森林活用の新たな可能性を開拓するとと
もに、建物に付加価値・アイデンティティーをも
たらすことを期待して採用に至った。

CLT（またはCLT等）を採用した理由は？Q
CLTを木造軸組構法の
中で使用することを検
証しつつ、またCLTだ
からこそできるもの、
もしくはCLTの良さを
引き出す建築物を建て
ることを目標として計
画した。

営業所の老朽化により木造
のショールーム兼事務所に
建て替える計画があったが、
ショールームには平面的に大
空間の計画にすることが要
求され、それが実現できる
CLTを採用した。

特にCLTの持つ断熱性能・
調温調湿性能を活かして
CLTパネル工法を採用した。

CLT（またはCLT等）を使ってよかった点は？Q

構造用合板等を利用
して床組を構成する
場合と比較して、床
受け梁を省略できる
箇所が多い。

建て方スピードがと
にかく速い！ 構造材
兼下地材なので、建
て方終了後すぐに仕
上げ作業に入れる。

従来の軸組と異なるCLTのフ
ラットでマッシブな質感は、
意匠的に大きな魅力を感じる。

工期が短縮できた。
内装に関してほぼ
100％現しで計画し
たため、現場での残
材（内装材等）が軽減
できた。

CLT（またはCLT等）を使って分かった問題点は？Q

工事期間中の雨濡れに対
するリスク対応が難しい。

基礎と壁パネルを固定
するアンカーボルトの
多さと精度の確保が課
題となった。

接合部の施工方法など、ノ
ウハウが確立していない部
分が多々ある。

設 計 者 ・ 施 工 者 の 声

施工的にはCLTはプレハブ工
法であり、現場では組み立て
だけであるため、木造軸組構
法のように職人の技量（釘の
ピッチやめり込み具合等）に
よって構造強度が左右される
ことが少なく、安心感がある。

平成26年～ 30年に建築実証を実施した設計者･施工者に
CLTを使った感想を聞いてみました。

平成26年～ 30年に建築実証を実施した建物使用者に
CLTの建物の感想を聞いてみました。

バルコニーのスラブにCLTを
使用し、FRP防水としてい
るが、CLTへの雨漏りのリ
スクが心配。
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木目の現し仕上げ
が落ち着く

室内の温度変化が
少なく快適
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木の重厚感がある
遮音性がよい
その他

使い心地、住み心地（複数回答あり）
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内部空間が広く
使いやすい
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●CLTは６面のうち４面に水を吸いやすい木口面が出る。部材交
換しにくいCLTを直接雨がかりするような屋外で使用するのは
避けたほうがよい。屋外に面したCLTに塗装したヒノキの羽目
板を張って、CLTへ直接太陽光、風雨の影響が及ばないよう配
慮した例がある。

●地面からの水分の作用を
軽減するうえで、１階部
分をRC造にするなど、地
面に近いところにCLTを
用いないことが解決策の
一つと考えられる。一方、
CLTによって構成される構造体をすっぽりガラスなどのカー
テンウォールで覆うこともCLTを生物劣化等させないための
有用な対策となる。

●現状ではCLTパネル自体の高耐久化手法としては、表面処
理薬剤の塗布が行われているだけである。現しで使われてい
る箇所は不具合が発見されやすいが、仕上げ材に隠れ点検が
困難な箇所もある。今後の修復・補強方法にも目を向けて、
CLT建築・構造物の利活用がなされることを期待したい。

●最近の木材に関わる業界、地方
行政、施策担当者らのCLTへの
関心事は、木材としての圧倒す
るようなボリューム感にあるよ
うに感じられる。それが成熟し
た国産材を対象とした需要拡大、
新たな木質構造への展開や用途
への期待を大きくしている。

有 識 者 の 声 CLT活用建築物等実証事業の検討委員からは
こんなコメントが寄せられました。 

●CLTの価格に関わる話題は少なくない。その中には木材資
源の地域性、木材利用に関わる地域の産業構造、資源循環
や国土保全など広範な側面を有している。近年SDGｓ、地
方創生や再生可能資源といった課題の中で木材の位置づけ
が話題として大きくなってきている。

●平成30年12月に建築基準法告示1024号のCLTの基準強度
が、従前のスギを前提とした数値にヒノキやカラマツの数
値がバリエーションとして追記された（平成31年３月施行）。
このことにより床パネルの最大スパンが伸びるなどの設計
上の自由さが増したことと、木材の産地にとってはスギ以
外の樹種の利用拡大が見込まれることになった。

●CLT現しの表面のラミナの節や色合いについては好みの
分かれるところで、比較的高齢の方には節と色違いは好
まれない傾向にある。若い方はその逆で、節こそ木材の
本来の姿と認識しているようである。

●CLTパネルを用いた斬新
なデザインの例として、
CLTパネルを階段状の
屋根に使用した、少し変
わった構造利用のもの
がある。デザインとして
の魅力がある。

●構造的な検討が精力的に行われ、標準的な構法や接
合部についての情報が蓄積されてきている。今後は、
種々の要求条件に応じた標準的な接合方法というも
のが選択可能となり、構造性能のデータも整備され、
容易に構造設計が行われる、という方向にいくもの
と思われる。

●構造的には軽いことにより地震力が小さい、基礎構
造が簡易なものになるというメリットがあり、施工
期間の短さとあいまってコスト低減にもつながり、
中高層建築物にCLTを用いる大きな動機付けになる
ものと思われる。

CLT cafe

●施工に手間取った物件はあったと思われる。CLTの場合
は鉄骨造並みの精度が要求され、そのための技術を木工
事業者が会得している必要がある。

●CLT現しでまず課題となるのが壁に取り付く金物の処理
方法で、一般的には床仕上げ面を高くし天井面を下げて
金物を隠すようにしている。用途によっては金物をきれ
いに塗装してデザイン要素とした設計もあり、よいアイ
デアである。

●今後、燃え止まりに関する知見が蓄積さ
れてCLTパネルの炭化が許容されるよう
になり、床と同じ耐火時間の梁との組み
合わせができるようになれば、より経済
的な設計が可能となる。

●部分的に被覆型の木造としたものでは10
階建ての高層建築物が実現しており、少
しずつではあるものの規模や高さの点
で、従来の鉄やコンクリート等の構造材
料との差が少なくなってきている。

●CLTで燃えしろ設計を行う場合も、厚い
パネルの利用が想定される床や壁が比較
的多く用いられる共同住宅のような用途
の建物に適している。

●令和元年６月25日に施行された改正建築
基準法では、従来準耐火建築物（１時間）
とすることで３階建てまで認められてき
た高さ制限の緩和について、法文上は階
数の制限がなくなった。今後、実証事業
においても中層の燃えしろ型の木造準耐
火建築物の実例が実現できることが望ま
れる。

●建築物の省エネルギー基準では、
2019年４月に建物の断熱性能を計
算する際のCLTパネルの熱伝導率
を0.12W/（m・K）とすることが認め
られた。CLTパネルそのものの断
熱性能は高いため、CLTパネルは
高断熱な建築物の実現には非常に
有効な材料といえる。

●CLTに適した断熱材の施工方法や
躯体の通気層の設け方、パネルの
突合せ部分に生じる隙間の処置の
方法と建物の気密性の把握などは、
CLT建築の普及にあたって有用な
知見となる。

●石膏ボードなどで被覆したCLT建築
物とRC造の非木質躯体の場合では外
観上見分けはつかない。しかしなが
ら比熱、熱容量、熱伝導率さらに吸
放湿特性は大きく異なる、それが居
住環境、作業環境などにどの程度差
異があるのか実態調査、丁寧な個々
のデータ蓄積が必要と思われる。

●性能面では、構造、防耐火、耐
久性、温熱環境などにわたっ
て、定量的に評価できるように
なってきている。実証事業では、
このようなCLTのどの性能を
活かしてCLT建築物を設計す
るかが、設計者の腕の見せ所
のひとつであった。

●材料としてのCLTの特徴のひとつ
は、その形状がパネル状（厚板状）
をしているということである。した
がって、壁や床に使うことはごく
自然なことである。その場合、必然
的に接合部が必要であるが、この
実証事業全体を通して、実験を中
心にした開発研究が行われている。

全体

三東工業社
信楽本店

●木質材料以外の材料と比べて
CLTを用いる最大のメリットと
しては、人への親和性、つまり
木材の持つ温かみがある。それ
は現しで用いられた場合の視覚
的、触覚的な親和性であったり、
木材の断熱性能からくる温熱環
境上の利点であったりする。

●本実証事業等により設計・施工に関する種々の情報が共有化されること
は、各種の性能確保とコスト削減につながるものであると考えられる。
例えば共同住宅などでは、こうした情報に基づいて標準的な設計法の構
築が可能となり、コスト削減、需要拡大につながるように思われる。一
方で、多少のコスト上昇があって
もCLTを用いる意義が主張できる
建築物を実現する、ということが
あってよい。

●CLTパネルを板としてうまく活かした例として、急
勾配のCLTパネルによる屋根架構を用いた例があ
る。このような構造においては、CLTパネル間の接

合部に生じる応力が
それほど大きくなら
ず、合理的な使い方
である。

●中層のRC造またはＳ造の
建物に耐力壁としてCLTを
使用する案は、新築の建
物に使うことは当然であ
るが、耐震補強にも活用
されることを期待したい。
現在、その実験と検証も
行われている。

ネムの木グループ
ホーム円座

兵庫県林業会館

加賀町  木育の家

材料

施工

防火

構造

耐久性
温熱環境

入間の家

写真提供：㈱竹中工務店
協力：兵庫県都市木造建築支援協議会
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CLT活用建築物等実証事業  建物一覧

年度 建物名 建設地 建物概要 CLT使用部位/CLT使用量
/木材使用量（CLT以外） 掲載頁

H26

長谷萬  館林事務所
工場内事務所

群馬県
館林市

用途：事務所　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：１　延べ面積：52㎡　竣工年月：H27.2

床・壁・屋根/30㎥ /2㎥

木のカタマリに住む
（マッシヴホルツ構法住宅）

静岡県
富士宮市

用途：住宅　構造：木造軸組構法
階数：２　延べ面積：140㎡　竣工年月：H27.4

床・壁・屋根（ブレットシュ
タッペル）/−/45㎥

ナイス  仙台物流セン
ター事務所棟

宮城県
多賀城市

用途：事務所　構造：CLTパネル工法（一部RC造）
階数：２　延べ面積：357㎡　竣工年月：H29.3

床・壁・屋根/129㎥ /7㎥

くりばやし整骨院 神奈川県
藤沢市

用途：併用住宅　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：２　延べ面積：108㎡　竣工年月：H27.5

床/8㎥ /20㎥ P.8
P.30 〜 33

H27

山佐木材  CLT工場棟 鹿児島県
鹿屋市

用途：工場　構造：木造ラーメン構造＋CLT
階数：１　延べ面積：988㎡　竣工年月：H29.11

壁/12㎥ /87㎥　

大本静岡分苑 静岡県
富士市

用途：集会施設　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：１　延べ面積：330㎡　竣工年月：H28.4

壁/23㎥ /11㎥

三井ホームコンポーネ
ント  埼玉工場事務所棟

埼玉県
加須市

用途：事務所　構造：枠組壁工法
階数：２　延べ面積：252㎡　竣工年月：H28.2

床・壁・天井/34㎥ /31㎥ P.9

CLT cafe 兵庫県
神戸市

用途：飲食店　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：１　延べ面積：42㎡　竣工年月：H28.4

屋根/22㎥ /6㎥ P.7　P.15
P.47

H27
補正

加藤工務店新社屋 静岡県
沼津市

用途：事務所　構造：木造軸組構法＋CLTパネル工法
階数：２　延べ面積：704㎡　竣工年月：H29.5

床・壁/77㎥ /102㎥ P.11

三東工業社  信楽本店 滋賀県
甲賀市

用途：事務所　構造：CLTパネル工法
階数：１　延べ面積：110㎡　竣工年月：H29.1

床・壁・屋根/95㎥ /5㎥ P.7　P.47

西ノ原の家 長崎県
東彼杵郡

用途：併用住宅　構造：CLTパネル工法
階数：１　延べ面積：81㎡　竣工年月：H29.3

壁・屋根/35㎥ /8㎥

井上ビル 福岡県
筑紫郡

用途：事務所　構造：CLTパネル工法
階数：２　延べ面積：400㎡　竣工年月：H29.2

床・壁・屋根・階段/
180㎥ /6㎥

P.12
P.22 〜 25

フレッシュショップ
トマト観音寺店

香川県
観音寺市

用途：店舗　構造：鉄骨造＋CLT
階数：１　延べ面積：1,400㎡　竣工年月：H29.3

天井/130㎥ /0㎥ P.15

入間の家
（牛木邸）

埼玉県
入間市

用途：住宅　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：２　延べ面積：118㎡　竣工年月：H29.2

床・屋根/15㎥ /6㎥ P.5　P.6
P.47

加賀町  木育の家
（CLT壁3階建て住宅）

東京都
新宿区

用途：住宅　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：３　延べ面積：243㎡　竣工年月：H29.3

壁・階段/27㎥ /65㎥ P.4
P.46

ライフデザイン･カバヤ
倉敷支店（カバヤホーム
倉敷事務所）

岡山県
倉敷市

用途：事務所　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：３　延べ面積：736㎡　竣工年月：H29.2

床・壁・天井/140㎥ /
99㎥

P.15

ティンバードテラス
（若杉ヴィレッジ）

石川県
小松市

用途：共同住宅　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：３　延べ面積：779㎡　竣工年月：H29.9

床・壁/111㎥ /268㎥ P.14
P.34 〜 37

ウッドワンプラザ金沢
（ウッドワンショールーム）

石川県
野々市市

用途：展示場、事務所　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：２　延べ面積：499㎡　竣工年月：H29.7

床/68㎥ /132㎥ P.11

H28

吉廣邸
（CLT耐震補強住宅）

島根県
松江市

用途：住宅　構造：1階/鉄骨造＋RC造、
2階・3階/木造軸組構法（既存部）＋CLT
階数：３　延べ面積：131㎡　竣工年月：H29.2

壁/1㎥ /7㎥

大牟田の整骨院
併用住宅

福岡県
大牟田市

用途：併用住宅　構造：CLTパネル工法
階数：１　延べ面積：109㎡　竣工年月：H29.3

屋根/23㎥ /3㎥

函南の家 静岡県
田方郡

用途：住宅　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：１　延べ面積：62㎡　竣工年月：H29.12

床/18㎥ /15㎥

榛名奉納額収蔵庫 群馬県
高崎市

用途：倉庫　構造：CLTパネル工法
階数：１　延べ面積：99㎡　竣工年月：H29.2

壁・屋根/42㎥ /16㎥

KFC堺百舌鳥店 大阪府
堺市

用途：飲食店　構造：CLTパネル工法
階数：１　延べ面積：161㎡　竣工年月：H29.3

壁・屋根/23㎥ /17㎥ P.15
P.18 〜 21

下仁田町交流防災ステー
ション（下仁田町コミュ
ニティ施設）

群馬県
甘楽郡

用途：集会施設　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：１　延べ面積：381㎡　竣工年月：H30.3

壁/7㎥ /− P.16

年度 建物名 建設地 建物概要 CLT使用部位/CLT使用量
/木材使用量（CLT以外） 掲載頁

 H28
補正     

PARK WOOD 高森
（仙台市泉区高森２丁目
プロジェクト）

宮城県
仙台市

用途：共同住宅　構造：鉄骨造＋CLT
階数：10　延べ面積：3,605㎡　竣工年月：H31.3

床・壁/200㎥ /17㎥ P.14
P.38 〜 42

南東北春日在宅センター
（南東北春日デイサー
ビス）

福島県
須賀川市

用途：病院（介護老人保健施設）
構造：木造ラーメン構造＋CLT　階数：３　
延べ面積：1,309㎡　竣工年月：H30.2

床・壁・階段/67㎥ /
190㎥

南房総千倉CLT収納庫 千葉県
南房総市

用途：倉庫　構造：CLTパネル工法　階数：１　
延べ面積：149㎡　竣工年月：H29.12

壁・天井・庇/12㎥ /37㎥ P.16

猿楽十方楼（代官山猿楽
町プロジェクト）

東京都
渋谷区

用途：併用住宅　構造：CLTパネル工法＋RC造
階数：地上３階、地下１階　延べ面積：180㎡ 
竣工年月：H30.8

床・壁・屋根/38㎥ /20㎥ P.14

㈱中東  
構造用集成材製造工場

石川県
能美市

用途：工場　構造：集成材等建築物＋CLT　階数：１
延べ面積：1,994㎡　竣工年月：H30.3

壁・梁/118㎥ /350㎥ P.16

松栄建設本社 福井県
坂井市

用途：事務所　構造：CLTパネル工法　階数：２　
延べ面積：408㎡　竣工年月：H30.3

床・壁・屋根/119㎥ /
24㎥

なかむら建設
明和事務所

三重県
多気郡

用途：事務所　構造：木造軸組構法＋CLT　階数：１
延べ面積：240㎡　竣工年月：H30.7

壁/15㎥ /48㎥

兵庫県林業会館 兵庫県
神戸市

用途：事務所　構造：鉄骨造＋CLT　階数：５　
延べ面積：1,510㎡　 竣工年月：H31.1

床・壁/225㎥ /4㎥ P.10
P.47

ライフデザイン･カバヤ
福山支店

広島県
福山市

用途：事務所　構造：CLTパネル工法＋鉄骨梁
階数：３　延べ面積：787㎡　竣工年月：H30.4

床・壁/299㎥ /16㎥

ネムの木グループホーム
円座

香川県
高松市

用途：グループホーム兼デイサービス　
構造：CLTパネル工法＋RC造　階数：２　
延べ面積：982㎡　竣工年月：H30.1

壁・屋根/186㎥ /50㎥ P.47

介護老人保健施設
八祥苑（CLT棟）

熊本県
八代郡

用途：介護老人福祉施設　構造：CLTパネル工法
階数：１　延べ面積：2,205㎡　竣工年月：H30.11

床・壁/547㎥ /409㎥ P.16

みやこ下地島空港ター
ミナル（下地島空港旅客
ターミナルビル）

沖縄県
宮古島市

用途：航空旅客取扱施設 
構造：RC造、一部鉄骨造＋CLT　
階数：地上２階、地下１階　延べ面積：11,974㎡　
竣工年月：H31.3

壁・屋根/1,561㎥ /90㎥ P.16

H29

ホワイトロジング
共同住宅

静岡県
浜松市

用途：共同住宅　構造：CLTパネル工法　階数：２
延べ面積：179㎡　竣工年月：H30.2

床・壁/32㎥ /29㎥

シンコール社屋 香川県
高松市

用途：事務所　構造：CLTパネル工法　階数：２　
延べ面積：755㎡　竣工年月：H30.5

床・壁・屋根/188㎥ /
44㎥

P.15

愛媛県立内子高校部室 愛媛県
喜多郡

用途：学校　構造：CLTパネル工法　階数：２　
延べ面積：284㎡　竣工年月：H30.1

床・壁・屋根/85㎥ /8㎥

H30

（仮称）豊島区西池袋
５丁目プロジェクト

東京都
豊島区

用途：共同住宅　構造：鉄骨造＋CLT　階数：６　
延べ面積：約1,150㎡　竣工年月：提案中

床/約15㎥

桐朋学園大学仙川キャ
ンパス

東京都
調布市

用途：大学（音楽ホール）　
構造：木造軸組構法＋CLT折屋根構造　階数：３　
延べ面積：2.458㎡　竣工年月：R2.12（予定） 

壁・屋根/約180㎥ /
約580㎥

実験施設 神奈川県
横浜市

用途：実験施設　構造：CLT展開構造　階数：２　
延べ面積：490㎡　竣工年月：R1.9 

壁・屋根/約250㎥ /
約37㎥

P.13

八木学園 英心専門学校
校舎 

三重県
伊勢市

用途：専修学校　構造：CLTパネル工法　
階数：２　延べ面積：407㎡　竣工年月：H31.3 

床・壁/102㎥ /26㎥

WIL-BU山王［Ｗ２（ウィ
ルブツー）プロジェクト］

福岡県
福岡市

用途：共同住宅　構造：１階/RC造、２〜５階/木造
軸組構法（床組）+CLT　階数：５　
延べ面積：824㎡　竣工年月：H31.4

壁・屋根/94㎥ /71㎥ P.26 〜 29

※1

※1  （　）内は事業名に基づく建物名を補足として示します。

※1
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年度 建物名 建設地 建物概要 CLT使用部位/CLT使用量 掲載頁

H30
補正

飯能商工会議所会館 埼玉県
飯能市

用途：事務所　
構造：木造軸組構法＋CLTトラス＋CLT折板床
階数：２　延べ面積：738㎡　
竣工年月：R2.2（予定）

床・梁・柱・トラス/29㎥

（仮称）
CLT晴海プロジェクト

東京都
中央区

用途：展示場　構造：鉄骨造＋CLT梁
階数：１　延べ面積：602㎡　竣工年月：R1.11

梁/311㎥

㈱中東 
CLT・集成材組立工場

石川県
能美市

用途：工場　構造：木造軸組構法＋CLT
階数：１　延べ面積：1,901㎡　
竣工年月：R2.2（予定）

壁・梁/171㎥

日ノ丸産業本社社屋 鳥取県
鳥取市

用途：事務所　構造：木造ラーメン構造＋CLT
階数：４　延べ面積：1,680㎡　
竣工年月：R3.5（予定）

床・屋根/200㎥

大和ビル社屋 福岡県
飯塚市

用途：事務所　構造：鉄骨造＋CLT
階数：５　延べ面積：1,310㎡　
竣工年月：R3.2（予定）

壁・床/193㎥

木質構造技能者研修
センター

福岡県
福岡市

用途：展示場　構造：CLTパネル工法＋木造軸組構法
階数：２　延べ面積：356㎡　竣工年月：R2.4（予定）

壁/23㎥

（仮称）
神水公衆浴場

熊本県
熊本市

用途：公衆浴場　
構造：木造軸組構法＋CLTヴォールト屋根　
階数：地上２階、地下１階　延べ面積：268㎡　
竣工年月：R2.5（予定）

屋根/25㎥

R1

（仮称）
OYプロジェクト計画

神奈川県
横浜市

用途：研修所　構造：地下1階/RC造、1階〜 /木造
ラーメン構造＋CLT　階数：地上10階、地下1階　
延べ面積：3,498㎡　竣工年月：R4.3（予定）

床・屋根・壁・階段
/1,000㎥

事務所ビル 愛知県
名古屋市

用途：事務所　構造：RC造+CLT合成柱・床 　
階数：地上８階、地下１階　
延べ面積：4,082㎡　竣工年月：R3.3（予定）

柱・床・壁/700㎥

ミヨシ産業広島営業所 広島県
広島市

用途：事務所＋倉庫　構造：事務所棟/木造軸組構法
＋CLTトラス、倉庫棟/CLTパネル工法　
階数：事務所棟/1、倉庫棟/2　
延べ面積：事務所棟/157㎡、倉庫棟/466㎡　
竣工年月：R2.5（予定）

柱・天井・梁・壁/94㎥

おわりに

　私たちが平成26年から実施してきたCLT活用建築物等実証事業を通

して、CLTの魅力をお伝えするべくこの冊子を作成しました。新しい

木質材料、CLTに興味を持っていただけたでしょうか。CLTは木造建

築の限界を押し広げ、大型施設や中層ビルなど新たな用途での木材需

要を飛躍的に拡大できる可能性を秘めています。ぜひ一度、CLTの建

物をご覧になってください。いろいろなアイデアが浮かぶかもしれま

せん。

　CLT活用建築物等実証事業は令和元年度も引き続いて実施していま

す。この冊子には紹介しきれなかった高層建築プロジェクトも進行中

です。巻末に、これまで実施してきた建物、および現在進行中の建物

の一覧を掲載しています。非常に多様な建物の計画が実施されてきた

ことがお分かりいただけると思います。

　実証事業の詳細は、各年度の報告書をご覧ください。技術的な報告、

設計・施工上の工夫についても触れています。また、実際にCLT建築

物の設計・施工を検討される際は、以下の技術解説書が役に立ちます。

ご興味を持たれた方はぜひご覧ください。

　最後に、本冊子を作成するにあたり、ご指導・ご助言いただきまし

た委員の先生方、魅力的な写真を提供していただきました実証事業実

施者の方、そして実証事業に関わったすべての方にお礼申し上げます。

参考資料

■CLT活用建築物等実証事業報告書
 （公財）日本住宅・木材技術センター HP

https://www.howtec.or.jp/publics/index/102/
平成26年度／平成27年度／平成27年度補正／平成28年度／平成28年度補正／平成29年度／
平成30年度

■技術解説書
（公財）日本住宅・木材技術センター：「2016年公布・施行CLT関連告示等解説書」2016.6
（公財）日本住宅・木材技術センター：「2016年度版CLTを用いた建築物の設計施工マニュアル」
増補版 2018.11

■関連業界団体
 （一社）日本CLT協会
 http://clta.jp/

※2  H30補正、R1については現在進行中のため、事業開始時の情報を基に記載しています。
 最終的な報告は令和２年３月発行予定の事業報告書（P.51参考資料に同じ）をご参照ください。

※2

※2
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本冊子は林野庁補助事業
「平成30年度補正 CLT等新たな木質建築部材利用促進・定着事業のうちCLTを活用した先
駆的な建築物の建設等支援事業」

「平成31年度（令和元年度） 中高層建築物を中心とした CLT等新たな木質建築部材利用促進・
定着事業のうちCLTを活用した建築物等実証事業」
において制作しました。

本冊子の文章・写真・図版・表等の無断複製・転載を禁じます。

（五十音順、敬称略）


